
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３１０ 

令和５年度 公民科 

 

教科 社会 科目 公共 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「高等学校 新公共」 （第一学習社） 

副教材等 使用しない 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代社会の諸課題に対する見方・考え方はさまざまにあります。この授業では、考え方が多面的で

あることを重視し、その複数性の中で生徒の皆さんが自分で考え、対話を通じて合意形成を目指す、

公共的存在としての能力を養うことに重点を置いています。 

 

 

２ 学習の到達目標 

１．学習を通じて、現代社会の諸課題についての基本的な知識を身につけるとともに、課題の解決 

 のために主体的に考え判断する能力を身に付けることを目指す。 

２．主体的、対話的な授業を通し、生徒が社会参画者であることの自覚を深めることを目標とする。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・地域社会などのさまざまな

集団の一員として生きるため

に必要な事柄を理解し、その

知識を身に付けている。 

・地域社会などのさまざまな

集団の一員として生きるため

に必要な事柄に関する諸資料

を、様々なメディアを通して

収集し、その情報を読み取る

ことができる。 

・地域社会などのさまざまな集

団の一員として生き、他者との

協働により当事者として国

家・社会などの公共的空間を作

る存在であることについて、有

用な情報を適切に選択し、多面

的・多角的に考察し、表現して

いる。 

 

・よりよい社会の実現を視野に

現代の諸課題を主体的に解決

しようとする態度を養おうと

している。 

・公共的空間に生きる人間とし

てのあり方生き方について自

覚を深めている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

学

期 

公

共

の

扉 

・自由と責任、対話、功利

主義と義務論、意思決定方

法、公正と公平、個人の尊

重、民主主義などの公共的

空間における基本原理に

ついて学習する。 

・公共的な空間と人間の関

わり 、個人の尊厳と自主・ 

自律、人間と社会の多様性

などに着目して、社会に参

画する自立した主体と は

何かを問う。人間は個人と

して相互に尊重されるべき

存在であるとともに対話を

通して互いの立場を理解

し、高め合う存在であるこ

とを理解する。 

a:公共的空間における基本原理

についての知識・技能を身につ

けている。 

b:公共的空間における基本原理

を学習する過程で、有用な情報

を適切に選択している。公共的空

間における基本原理の見方・考

え方を働かせて、多面的・多角

的に考察し、表現している。 

c: 公共的空間における基本原

理の見方・考え方を働かせて、

よりよい社会の実現を視野に、現

代の諸課題を主体的に解決しよ

うとする態度を養おうとしてい

る。また、公共的空間に生きる人

間としてのあり方生き方につい

て自覚を深めている。 

定期考査

小テスト 

など 

定期考査 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ

ワーク 

など 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ 

ワーク 

など 

現
代
社
会
の
諸
課
題 

法 

 法 

・憲法の原理、社会と法、

多様な契約、消費者の権利

と責任、日本の司法制度、 

国民の司法参加などの法に

関わるシステムについて学

習する。 

・自立した主体としてより

よい社会の形成に参画する

ことに向けて、法に関わる

システムにおける諸課題に

関する具体的な主題を設定

し、幸福、正義、公正など

に着目して他者と協働して

主題を追究したり、議論を

行う学習を通して、合意形

成や社会参画への理解を深

める。 

a: 法に関わるシステムの下で活

動するために必要な知識・技能を

身につけている。 

b: 法に関わるシステムの見方・

考え方を働かせて、自立した主

体として解決が求められる具体

的な主題を設定し、その主題解決

に向けて事実を基に協働して考

察したり構想したりしたことを、

論拠をもって表現している。 

c: 法に関わるシステムにおい

て、よりよい社会の実現を視野に

現代の諸課題を主体的に解決し

ようとする態度を養おうとして

いる。また、公共的空間に生きる

人間としてのあり方生き方につ

いて自覚を深めている。 

定期考査

小テスト 

など 

定期考査 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ

ワーク 

など 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ 

ワーク 

など 
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２
学
期 

 

現
代
社
会
の
諸
課
題 

政
治 

・選挙と政治参加、公正な

世論、地方自治、国家主権

と領土、安全保障と防衛、

21 世紀の世界情勢、国際社

会と日本などの政治に関わ

るシステムについて学習す

る。 

・自立した主体としてより

よい社会の形成に参画する

ことに向けて、政治に関わ

るシステムの諸課題に関す

る具体的な主題を設定し、

幸福、正義、公正などに着

目して他者と協働して主題

を追究したり、議論を行う

学習を通して、合意形成や

社会参画への理解を深め

る。 

a: 政治に関わるシステムの下で

活動するために必要な知識・技能

を身につけている。 

b: 政治に関わるシステムの見

方・考え方を働かせて、自立し

た主体として解決が求められる

具体的な主題を設定し、その主題

解決に向けて事実を基に協働し

て考察したり構想したりしたこ

とを、論拠をもって表現してい

る。 

c: 政治に関わるシステムにおい

て、よりよい社会の実現を視野に

現代の諸課題を主体的に解決し

ようとする態度を養おうとして

いる。また、公共的空間に生きる

人間としてのあり方生き方につ

いて自覚を深めている。 

定期考査

小テスト 

など 

定期考査 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ

ワーク 

など 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ 

ワーク 

など 

現
代
社
会
の
諸
課
題 

経
済 

・職業選択、雇用と労働、

労働者の権利、財政の役割、

租税の仕組みと国債、少子

化と社会保障、市場経済の

役割と限界、金融のはたら

き、 日本銀行と金融政策な

どの経済に関わるシステム

について学習する。 

・自立した主体としてより

よい社会の形成に参画する

ことに向けて、経済に関す

るシステムの諸課題に関わ

る具体的な主題を設定し、

幸福、正義、公正などに着

目して他者と協働して主題

を追究したり、議論を行う

学習を通して、合意形成や

社会参画への理解を深め

る。 

a: 経済に関わるシステムの下で

活動するために必要な知識・技能

を身につけている。 

b: 経済に関わるシステムの見

方・考え方を働かせて、自立し

た主体として解決が求められる

具体的な主題を設定し、その主題

解決に向けて事実を基に協働し

て考察したり構想したりしたこ

とを、論拠をもって表現してい

る。 

c: 経済に関わるシステムにおい

て、よりよい社会の実現を視野に

現代の諸課題を主体的に解決し

ようとする態度を養おうとして

いる。また、公共的空間に生きる

人間としてのあり方生き方につ

いて自覚を深めている。 

定期考査

小テスト 

など 

定期考査 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ

ワーク 

など 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ 

ワーク 

など 
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３
学
期 

 

現
代
社
会
の
諸
課
題 

 

情
報 

・メディア社会とその課題、

災害時の情報発信と受信に

ついて学習する。 

・自立した主体としてより

よい社会の形成に参画する

ことに向けて、メディア社

会と災害時の情報おける諸

課題に関する具体的な主題

を設定し、幸福、正義、公

正などに着目して他者と協

働して主題を追究したり、

議論を行う学習を通して、

合意形成や社会参画への理

解を深める。 

a: メディア社会とその課題、災

害時の情報発信と受信について、

必要な知識・技能を身につけてい

る。 

b: メディア社会とその課題、災

害時の情報発信と受信について

の見方・考え方を働かせて、自

立した主体として解決が求めら

れる具体的な主題を設定し、その

主題解決に向けて事実を基に協

働して考察したり構想したりし

たことを、論拠をもって表現して

いる。 

c: メディア社会とその課題、災

害時の情報発信と受信について、

よりよい社会の実現を視野に現

代の諸課題を主体的に解決しよ

うとする態度を養おうとしてい

る。また、公共的空間に生きる人

間としてのあり方生き方につい

て自覚を深めている。 

定期考査

小テスト 

など 

定期考査 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ

ワーク 

など 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ 

ワーク 

など 

持
続
可
能
な
社
会
へ 

・持続可能な地域、国家、 国

際社会を担う主体として、 

社会のなかに課題を見出

し、 これまで学習してきた

公共的な見方・ 考え方をは

たらかせ課題解決にむけて

協働して取り組むことを学

習する。 

a: 高校の実践例を参考にして、 

社会課題の調査、 表現方法、 課

題解決に向けた協働の方法など

についての知識・技能を身につけ

ている。 

b: 公共で学習した内容や課題を

もとに見方・考え方をはたらか

せ、 具体的な社会課題を見出し、 

これを適切に表現している。 

c: 他校の事例に刺激を受け、 社

会参画への意欲を持とはじめて

いる。 

 

定期考査

小テスト 

など 

定期考査 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ

ワーク 

など 

レポート 

プリント 

ノート 

グループ 

ワーク 

など 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


